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今月の情 報
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　福岡お手玉の会（原妙子会長）では、設立から12年を迎
えたのを機に、いままでの活動を振り返り、今後の活動を
活発にするため、会員同士の研修会を、平成26年6月11
日（水）、筑後市の九州文芸館で開催し、会員31人が参加し
ました。
研修会は、新しい会員が増えてきたので、日本のお手玉

の会の基本方針や、お手玉の歴史、効能、縫い方、ゆり方と
指導方法、競技・審判規則の確認と模擬試合、寄せ玉など
について相互研修の形ですすめました。
また、「ちっごクラブ」や「母と子をお手玉で結ぼう」など

の活動報告や、演舞の披露もありました。
研修会に合わせて、「伝えようお手玉遊び」のタイトルで、

12年間の「あゆみ」のまとめや、宮中雲子会長の詩『どんな
おとがするでしょか』を紹介したパンフレットも作成しまし
た。
支部独自で開発したお手玉を使ったゲームや演舞、全

国お手玉遊び大会への参加、地域での活動や交流、海外
遠征、師範代が誕生したこと、などがパンフレットに記録さ
れています。
14人の会員は、研修会のあと山鹿温泉へ1泊親睦旅行

に出かけました。
研修会のアンケートには、「新しいメンバーが笑顔で参

加していたので、うれしかった」「これからも、お手玉を宝に
伝承遊びを楽しみたい」「資料がよくできていた。保管して
参考にしたい」「忘れていたことがよみがえった」などの意
見がつづられていました。

新入会員を交え会員同士でお手玉遊びを勉強

■ しっかりとした審判員をめざす

■難しい技はやめ誰でもできるように勉強

■老いても認知症にならない脳の働きを説明

福岡お手玉の会が設立 12年を機に研修会を開く

■研修会のプログラムを手作り
    でつくって新入会員と一緒に勉強

福岡お手玉の会
会員のＴシャツ
マークです


